
 

定 例 会 議
令和８年７月中の苦情取扱状況について

 令和８年９月２日  

資 料 県民支援相談課  

 

１ 取扱件数  

      21件（令和７年７月１件 ＋20件）  

  

２ 所属別  

 本 高 高 高 室 安 南 土 佐 須 窪 中 宿    
   知 知         合 計   
 部 知 南 東 戸 芸 国 佐 川 崎 川 村 毛  

    令和８年７月 １ ８ ６ １ ３ １ １ 21  

 令和７年７月 １ １  

  

３ 部門別  

 地域 生活安全 刑事 交通  その他 合 計  

   令和８年７月 ６(２) ８(２) ４(０) ３(２) ０(０) 21(６)  

令和７年７月 １(１) ０(０) ０(０) ０(０) ０(０) １(１)  

※( )内は「業務改善の契機となった苦情」件数  

  

４ 態様別  

 執務の態様に関する苦情 言動に関する苦情 運転に関する苦情 合 計   

 令和８年７月 14(２) ４(２) ３(２) 21(６)    

 令和７年７月 １(１) ０(０) ０(０) １(１)

                        ※( )内は「業務改善の契機となった苦情」件数 

 

５ 令和８年７月中の「業務改善の契機となった苦情」の内容 

 (1) 執務の態様に関する苦情 ２件  

 (2) 言動に関する苦情  ２件 

 (3)  運転に関する苦情 ２件  

 

６ 令和８年７月中の「業務改善の契機となった苦情」の対象職員の年齢層 

 24歳以下 25歳～29歳 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上

 令和８年７月 ０ ０ ２ ２ ０ １

 令和７年７月 ０ ０ １ ０ ０ ０
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定 例 会 議 
適正な鑑定業務に関する取組について

 令和８年９月２日 

資 料 科学捜査研究所

１ 取組の背景  

佐賀県警察における不適切なＤＮＡ型鑑定につき、警察庁が特別監察を実施した

上、調査結果において「不適切事案の要因」及び「要因を踏まえた対策」が通知さ

れたことから、本県におけるＤＮＡ型鑑定業務に対する緊急の業務点検を実施する

 とともに、不適切事案の絶無に向けた対策を講じるもの。

 

２ 本県におけるＤＮＡ型鑑定業務に対する緊急業務点検の実施結果 

令和７年１月から８月末までの間の本県におけるＤＮＡ型鑑定業務に関して調査

 した結果、不適切な鑑定は認められなかった。

 

３ 不正防止対策への主な取組 

  (1) 鑑定作業における取組

 ア 鑑定作業の複数人によるチェック体制の確立

 イ 鑑定資料の同一性、分析結果等印刷物の原本性の確保

 ウ ワークシート等作業記録の作成要領の明確化

 エ 鑑定作業を行う職場環境の整備

 オ 鑑定資料及び鑑定書等書類の保管場所の明確化          

  (2) 進捗状況を踏まえた業務管理に関する取組

     ア  警察署との連絡窓口の明確化

 イ 日々の業務報告及び進捗状況の組織的把握

 ウ 業務量の調整

   

４ 警察庁の業務監察 

  本年７月30、31日の両日、適正な業務管理の推進に関する業務監察を受監、指摘

 事項等はなかった。

 

５ 今後の取組 

職員の倫理観や職責の醸成、鑑定人の知識・技術力の向上、鑑定業務における合

 理化・効率化をさらに推進していく。
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